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	１　家庭ごみの不適正排出対策について
	（１）対策を講ずるにあたっての基本的な考え方
	さらなるごみの減量・資源化及び適正処理を進めていくためには、市民・事業者・行政が適切に役割を分担し、協働して取り組んでいくことが求められる。
	（２）今後の対策のあり方について
	家庭ごみの今後の不適正排出対策のあり方としては、特に以下の項目について、重点的に取り組んでいくべきである。
	２　事業系ごみの不適正排出対策について
	（１）対策を講ずるにあたっての基本的な考え方
	さらなるごみの減量・資源化及び適正処理を進めていくためには、市民・事業者・行政が適切に役割を分担し、協働して取り組んでいくことが求められる。
	しかし、一部の事業者において、事業系ごみの家庭ごみ集積所への排出や基本的な分別ルールを守らない排出など、不適正な排出が見受けられることから、排出ルールの遵守をはじめとする排出者の役割・責任を徹底し、公平性の高い対応を進めていく必要がある。
	対策を講ずるにあたっては、市川市の事業系ごみにおける現状・課題に対応するため、次の事項を勘案すべきである。
	①排出事業者の責任
	事業系ごみについては、排出者の責任のもと、基本的な分別ルールに沿って排出したものを、事業者自らが運搬もしくは処分するか、又は一般廃棄物処理業者に運搬もしくは処分させることが適正な処理となる。
	②搬入ごみの展開検査の結果
	市川市が行った、クリーンセンターに搬入される事業系ごみの展開検査においては、容易に分別可能な資源物や産業廃棄物の混入が見受けられる。この要因として、クリーンセンターの受入基準に則ったごみの搬入が徹底されていないことや、基本的な分別が行われていないことが考えられる。
	このことから、クリーンセンターの搬入時における対策を講ずる必要がある。
	（２）今後の対策のあり方
	事業系ごみの今後の不適正排出対策のあり方としては、特に以下の項目について、重点的に取り組んでいくべきである。
	①排出事業者への対策の強化
	ア　収集運搬許可業者等と連携した広報・啓発の強化
	不適正排出対策を進める前提として、事業者に対する排出者責任及び基本的な分別ルールについての周知を徹底することが最も重要であり、対策を進めるうえでの基礎となる。
	そのため、従来から実施している啓発チラシの送付や個別訪問による排出事業者責任の周知の強化に加え、排出事業者が一般廃棄物、産業廃棄物、資源物を分別し、適正排出が行えるよう、 基本的な分別ルールや資源化方法等についてもチラシ等を用いて周知を図ることが必要である。
	そこで、排出事業者の業種、排出状況や排出量に応じた周知活動を行うことが効果的であることから、排出事業者の状況を把握している収集運搬許可業者や、独自に資源化ルートを持つ資源回収業者等と連携した広報・啓発を推進すべきである。
	イ　家庭ごみ集積所に排出する事業者への指導の強化
	事業系ごみを家庭ごみ集積所に排出するルール違反の事業者に対しては、事業者間の公平性を確保するためにも、開封調査や周辺住民等からの情報収集による排出事業者の特定を行い、個別の排出指導を強化し、ルール違反対策を徹底すべきである。
	なお、排出事業者特定のために開封調査を実施する場合には、事業者情報等への配慮が必要である。
	②搬入対策の強化
	ア　搬入物展開検査の強化
	クリーンセンターにおける搬入物展開検査は、排出された事業系ごみの分別の状況、業種別の排出傾向等が確認できるとともに、不適正なごみの搬入を水際で防止し、排出事業者や収集運搬許可業者への指導も可能となることから、有効な手段であると考えられる。
	そこで、現在実施している搬入物展開検査を継続し、分別状況が悪いごみを搬入した業者への持ち帰りの指示などの改善指導や、検査回数を増やすなど、取り組みを強化していくべきである。あわせて、不適正排出した事業者への指導については、収集運搬許可業者を通した分別ルール等の啓発チラシの配布など、収集運搬許可業者と連携した取り組みも進めていく必要がある。
	搬入時における対策の強化は、不適正なごみの搬入の抑止効果が期待できることに加え、事業系ごみの排出実態が把握でき、事業系ごみの減量・資源化に向けた施策を検討するうえでの基礎資料を得られることからも、積極的に進めていくべきである。
	イ　クリーンセンターにおける受入基準の厳格な適用と受け入れ基準の見直し
	基本的な分別ルールの遵守を、より徹底させるために、クリーンセンターの受入基準を厳格に適用し、受入基準に従わない排出事業者及び収集運搬許可業者に対しては受け入れ拒否を含めた指導を強化していくべきである。
	また、燃やすごみに混入される容易に分別可能な資源物については、ごみの減量・資源化を促進するため、資源化可能な紙類の搬入制限について、受入基準の見直しを検討する必要がある。
	あわせて、受入基準の見直しを行う際には、基本的な分別ルールを徹底するために、受入基準を遵守しない排出事業者及び収集運搬許可業者への指導制度の検討も視野に入れる必要がある。
	なお、搬入制限を実施する場合においては、混乱が生じぬよう、一定期間の周知を行うなど、排出事業者及び収集運搬許可業者に配慮するべきである。
	また、現在、やむを得ずクリーンセンターに搬入される資源物については、別降しスペースを設けることで資源化を図っているが、さらに資源化を進めるために、収集運搬許可業者に別降しスペースの活用の周知・啓発を行うとともに、利用しやすい環境を整備し、利用の促進を図るべきである。

